
本
書
は
、
臨
床
六
十
年
と
の
副
題
が
あ
る
通
り
、
著
者
が
六
十
年
の
歳
月

を
、
漢
方
ひ
と
す
じ
に
過
し
た
歴
史
の
濃
縮
を
見
る
思
い
が
す
る
。
正
に
そ

れ
は
、
表
紙
の
黄
金
色
が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

新
刊
紹
介
と
共
に
、
異
例
な
が
ら
、
著
者
六
十
年
の
業
績
に
、
感
謝
と
祝

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
山
田
光
胤
）

〔
医
道
の
日
本
社
．
一
九
九
○
年
七
五
六
頁
定
価
八
、
五
○
○
円
」

本
書
の
著
者
、
河
瀬
正
晴
氏
は
姫
路
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
製
剤
課
長

と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
多
く
の
著
書
を
発
表
し
、
日
本
医
史
学
会
会

員
で
も
あ
る
篤
学
の
士
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
に
は
夛
目
？
認
！
》
路
切

手
で
綴
る
エ
イ
ズ
年
表
」
を
発
表
し
、
時
宜
を
得
た
出
版
と
し
て
注
目
さ
れ

た
こ
と
は
御
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。
今
回
、
同
氏
は
そ
の
専
門
的
知
識

を
生
か
し
て
『
輸
血
の
歴
史
Ｉ
人
類
と
血
液
の
か
か
わ
り
ｌ
」
を
出
版

し
た
の
で
御
紹
介
し
た
い
。

本
書
は
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
医
学
の
歴
史
を
人
類
と
血
液
の
か
か
わ
り

と
い
う
面
か
ら
光
を
当
て
た
ハ
ン
デ
ィ
ー
な
年
表
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ

う
Ｑ

著
者
は
輸
血
の
歴
史
を
五
つ
の
時
代
に
分
け
て
い
る
。
第
一
は
「
輸
血
学

の
先
史
時
代
」
で
人
類
が
血
液
を
神
秘
な
も
の
、
神
聖
な
も
の
と
崇
め
、
そ
の

河
瀬
正
晴
著

「
輸
血
の
歴
史
Ｉ
人
類
と
血
液
の
か
か
わ
り
ｌ
』

故
に
多
く
の
非
科
学
的
な
民
間
療
法
が
行
わ
れ
た
時
代
で
十
七
世
紀
の
初
め

ま
で
続
い
た
。
や
が
て
こ
の
時
代
は
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
の
血
液
循
環
の
発
見
に
は

じ
ま
る
第
二
の
時
代
、
「
輸
血
学
の
模
索
の
時
代
」
と
続
き
、
そ
れ
迄
飲
用

さ
れ
て
い
た
血
液
を
血
管
へ
「
輸
血
」
す
る
方
法
が
考
え
出
さ
れ
、
動
物
の

血
液
を
含
め
多
種
の
輸
血
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
「
潟
血
療

法
」
が
広
く
行
わ
れ
、
涛
血
に
よ
り
流
さ
れ
た
血
液
は
戦
争
に
よ
っ
て
流
さ

れ
た
血
液
よ
り
多
い
と
著
者
は
書
い
て
い
る
。
次
い
で
ラ
ン
ド
シ
ュ
タ
イ
ナ

ー
に
よ
る
血
液
型
の
発
見
に
は
じ
ま
る
第
三
の
時
代
、
「
真
の
科
学
的
輸
血

時
代
の
あ
け
ぼ
の
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
輸
血
法
は
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
る
様

に
な
っ
た
。
又
関
連
科
学
の
発
展
に
伴
っ
て
抗
凝
固
剤
も
開
発
さ
れ
保
存
血

液
の
輸
血
が
可
能
と
な
り
、
輸
血
副
作
用
の
本
態
の
解
明
も
進
ん
で
、
こ
こ

に
人
類
は
は
じ
め
て
輸
血
の
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
六
年

に
は
シ
カ
ゴ
で
世
界
最
初
の
血
液
銀
行
が
設
立
さ
れ
第
四
の
時
代
、
「
輸
血

学
の
発
展
と
輸
血
検
査
法
の
確
立
の
時
代
」
に
到
達
す
る
。
こ
こ
で
著
者
は

そ
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
て
成
分
輸
血
、
分
画
製
剤
更
に
輸
血
に
関
係
し
た

検
査
法
の
進
歩
を
詳
し
く
年
表
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
輸
血
の
重
要
性
が

益
々
認
識
さ
れ
る
一
方
、
輸
血
を
介
し
て
の
血
清
肝
炎
の
流
行
は
大
き
な
社

会
問
題
と
な
り
、
こ
こ
に
売
血
の
禁
止
、
献
血
に
よ
る
血
液
の
確
保
が
時
代

の
要
請
と
な
っ
た
。
年
表
は
一
九
四
九
年
、
時
の
連
合
軍
総
司
令
部
が
安
全

な
輸
血
対
策
を
指
示
し
、
こ
れ
に
応
え
て
一
九
五
二
年
日
赤
中
央
病
院
内
に

血
液
銀
行
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
ま
で
細
か
く
記
し
て
当
時
の
社
会
の
動
き
を

伝
え
て
い
る
。
最
後
に
著
者
は
現
代
を
第
五
の
時
代
、
「
輸
血
学
反
省
の
時

代
」
と
規
定
し
、
エ
イ
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
輸
血
感
染
症
の
発
生
は

輸
血
の
乱
用
に
対
す
る
警
鐘
で
あ
る
と
断
じ
、
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
正
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し
く
有
効
な
血
液
の
使
用
法
を
確
立
す
る
」
時
代
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

以
上
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
た
が
、
も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
は
年
表
中
に

挿
入
さ
れ
た
一
八
○
点
に
及
ぶ
医
学
切
手
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
「
医

学
切
手
友
の
会
」
（
古
川
明
会
長
）
の
会
員
と
し
て
永
年
医
学
切
手
の
収
集

迄
精
進
し
て
い
る
が
、
今
回
の
著
書
に
も
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
本

文
と
関
係
の
深
い
医
学
切
手
を
選
ん
で
展
示
し
文
意
を
補
っ
て
い
る
。
切
手

の
中
に
は
輸
血
と
直
接
関
係
は
な
い
が
、
医
学
の
歴
史
か
ら
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
人
物
、
事
項
の
切
手
な
ど
も
含
ま
れ
、
こ
れ
が
又
こ
の
年
表
に
医
学
史

的
な
重
み
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
欲
を
言
え
ば
、
巻
末
に
記
載
の
参
考
文
献
と
年
表
の
記
載
と
の
関

連
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
年
表
の
宿
命
と
し
て
詳
細
な
記
述
は
不
可
能
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
読
者
は
簡
潔
な
記
載
か
ら
よ
り
詳
し
い
知
識
を
と
望
む
時
、

参
考
文
献
の
明
示
が
是
非
欲
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ

と
も
う
一
つ
気
付
い
た
事
、
第
二
次
大
戦
さ
中
、
血
漿
の
製
造
と
保
存
に
大

き
な
貢
献
を
な
し
た
米
国
の
黒
人
外
科
医
ド
ル
ー
（
⑦
冨
１
２
園
の
冒
己

ご
昂
芝
）
の
記
載
が
無
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
彼
の
切
手
は
一
九
八
一
年

の
月
日
シ
ョ
の
風
８
口
“
静
凰
①
唾
の
一
枚
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。

と
に
角
本
書
は
医
学
切
手
収
集
家
に
と
っ
て
は
待
望
の
書
で
あ
る
と
共
に
、

医
学
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ
一
般
の
人
に
も
是
非
御
一
読
を
お
薦
め
す
る
次

第
で
あ
る
。

（
小
林
佑
吉
）

〔
北
欧
社
一
九
九
○
年
Ｂ
五
判
九
○
頁
定
価
八
、
二
四
○
円
〕

こ
の
道
こ
そ
鈴
木
鑑
博
士
が
自
ら
歩
ん
で
来
ら
れ
た
道
で
、
わ
が
国
で
初

め
て
創
設
せ
ら
れ
た
血
清
学
教
室
（
東
大
・
三
田
定
則
教
室
）
ｌ
緒
方
富

雄
教
授
の
伝
統
の
中
に
育
ち
、
大
成
さ
れ
た
い
わ
ば
血
清
学
に
土
着
さ
れ
た

得
難
い
専
門
家
で
あ
り
、
永
年
の
精
進
に
多
く
の
研
究
実
績
を
積
ま
れ
た
斯

道
の
重
鎮
で
あ
る
。
先
師
緒
方
富
雄
教
授
の
１
｝
－
１
ク
な
著
述
『
血
清
学
の

領
域
か
ら
』
、
血
清
学
講
本
、
理
論
血
清
学
な
ど
に
も
協
力
し
て
こ
ら
れ
、

血
清
免
疫
学
談
話
会
（
三
田
定
則
会
長
）
に
も
連
な
っ
て
血
清
免
疫
学
の
歴

史
を
推
進
し
て
、
戦
後
も
胃
日
日
巨
昌
○
‐
シ
号
四
月
句
の
綜
説
を
連
載
さ
れ
た
も

の
に
加
筆
さ
れ
た
年
表
風
に
簡
潔
な
血
清
学
の
歴
史
を
述
べ
ら
れ
た
の
が
本

書
の
骨
格
で
あ
る
。

現
在
東
大
名
誉
教
授
と
し
て
、
ま
た
帝
京
大
学
教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
ら

れ
、
直
接
講
義
を
聞
く
学
生
や
大
学
院
生
達
は
真
に
幸
運
で
あ
り
、
本
書
を

座
右
に
備
え
得
る
一
般
開
業
医
家
に
は
特
に
進
歩
が
急
速
で
分
子
生
物
工
学

が
飛
躍
し
て
理
解
し
難
い
免
疫
学
の
吸
収
消
化
の
た
め
に
本
書
は
有
力
な
協

力
者
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
わ
か
り
易
く
整
然
と
飾
り
気
の
な
い
正
確
簡
明
な

外
、
親
切
に
主
要
原
著
論
文
の
紹
介
が
精
密
で
そ
の
価
値
は
極
め
て
高
い
。

正
し
く
歴
史
を
踏
ん
で
大
極
を
掴
承
、
か
た
よ
ら
ず
真
理
を
理
解
し
、
先
人

の
心
に
も
触
れ
得
る
こ
と
は
読
ん
で
快
よ
く
、
楽
し
さ
が
湧
い
て
、
嬉
し
い

本
で
あ
る
。
特
に
Ｘ
章
は
最
近
の
新
鮮
な
免
疫
学
を
平
明
に
記
述
せ
ら
れ
て

著
者
の
温
か
い
心
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

鈴
木
鑑
著

「
免
疫
学
血
清
学
の
歩
ん
で
き
た
道
』
（
第
三
版
）
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